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１．身体状態や日常の生活状況について

（１）家族や友人・知人などに相談しているか
（若年者 P18、高齢者 P124、要支援・要介護認定者 P223）

６．Ｑ７ 何かあったときに、家族や友人・知人などに相談をしていますか。

若年者では「はい」が90.4％、高齢者では「はい」が87.8％、要支援・要介護認定者では「はい」

は77.1％となっている。

（２）相談相手（若年者 P20、高齢者 P124、要支援・要介護認定者 P223）

〔Ｑ７で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

６．Ｑ７-１ 相談相手を教えてください。（あてはまるものすべてに○）

若年者と高齢者では「配偶者（夫・妻）」が最も高く、要支援・要介護認定者では「娘」が最も高

くなっている。また、「ケアマネジャー」は要支援・要介護者認定者で43.1％と際立って高い割合と

なっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

配
偶
者
（

夫
・
妻
）

息
子

娘 子
の
配
偶
者

兄
弟
・
姉
妹

友
人
・
知
人

と
な
り
近
所
の
人

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師

民
生
委
員

自
治
会
・
町
内
会

老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

市
役
所
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
の
窓
口
（

保
健
所
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

若年者 469 65.2 31.1 31.6 2.8 30.3 46.9 4.1 8.3 0.4 1.1 0.0 0.6 0.2 0.2 0.4 2.8 0.2 6.6 0.2

高齢者 4,438 66.5 48.1 49.3 12.1 29.3 37.7 11.9 17.7 0.9 2.5 1.5 0.6 0.8 0.4 1.1 3.3 0.5 1.5 0.4

要支援・
要介護認定者

1,457 34.2 44.1 51.0 17.2 13.7 14.6 8.2 20.9 4.3 1.2 1.6 1.0 5.1 3.8 43.1 3.8 0.6 4.7 0.5

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

要支援・要介護認定者 (1,890)

ｎ

87.8

77.1

10.7

19.4 3.5

1.5

(%)
90.4 9.1 0.6

はい いいえ 無回答
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（３）隣近所とのつきあい（若年者 P30、高齢者 P133、要支援・要介護認定者 P226）

Ｑ14 あなたは、日ごろ、隣近所の方とどの程度のつきあいをしていますか。（１つに○）

「あいさつをする程度の人はいる」は若年者（42.2％）で最も高く、要支援・要介護認定者（33.9％）、

高齢者（27.5％）の順となっている。「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は高齢者（43.7％）

で高い。

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

要支援・要介護認定者 (1,890)

ｎ

21.6

11.6

43.7

21.6

27.5

33.9

4.4

27.5 5.4

2.8

(%)
14.1 26.8 42.2 16.2 0.8

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを相
談するなど）が

いる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答
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２．こころのハリと生きがい等について

（１）日常での生きがい
（若年者 P37、高齢者 P137、要支援・要介護認定者 P233、施設サービス利用者 P327）

Ｑ１ 日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。（１つに○）

『感じている』は高齢者（72.5％）と若年者（71.7％）でともに高いが、要支援・要介護認定者（37.2％）

と施設サービス利用者（18.5％）では低くなっている。

（２）生きがいを感じること
（若年者 P39、高齢者 P140、要支援・要介護認定者 P235、施設サービス利用者 P328）

〔Ｑ１で「常に感じている」または「ときどき感じている」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことで

すか。（３つまでに○）

若年者では「働くこと（自営・家事等を含む）」が突出して高く、高齢者では「働くこと（自営・

家事等を含む）」と「テレビやラジオの視聴」がほぼ同じ割合で並んで高くなっている。また、要支

援・要介護認定者では「テレビやラジオの視聴」が突出している。施設サービス利用者は、他調査と

は選択肢が大幅に異なっており、また回答者数が少ないため、参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

家
族
の
世
話
や
介
護

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

自
分
の
健
康
や
体
調
に

関
す
る
こ
と

家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ

あ
い
に
関
す
る
こ
と

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 家
族
と
の
団
ら
ん

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 信
仰
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 372 59.7 16.1 21.0 22.3 23.9 1.9 0.0 1.6 13.7 39.8 17.7 4.3 5.9 0.0 0.0

高齢者 3,664 37.1 13.3 27.5 25.8 28.7 4.6 4.8 6.9 15.6 29.5 35.6 4.6 4.3 0.7 1.8

要支援・要介護認定者 704 9.5 10.4 22.4 4.8 20.6 1.8 5.3 1.3 16.8 35.7 53.8 8.4 7.7 3.6 3.3

施設サービス利用者 27 55.6 63.0 18.5 0.0 11.1 29.6 7.4 11.1 0.0

若年者 (519) 71.7 23.3

高齢者 (5,054) 72.5 22.8

要支援・要介護認定者 (1,890) 37.2 53.1

施設サービス利用者 (146) 18.5 71.2

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

38.8

13.1

5.5

33.7

24.1

13.0

19.6

34.2

39.0

18.9

32.2

3.2

4.7

9.6

10.3

(%)
25.6 46.1 20.6

2.7

5.0

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答



第５章 調査間の比較

340

（３）生活での不安・心配
（若年者 P42、高齢者 P143、要支援・要介護認定者 P237、施設サービス利用者 P329）

Ｑ２ 現在、生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（１つに○）

『ない』は施設サービス利用者（49.3％）で最も高く、若年者（27.9％）と要支援・要介護認定者

（23.4％）でほぼ同じ割合となっている。若年者、高齢者、要支援・要介護認定者では『ある』が『な

い』を上回っており、要支援・要介護認定者で44.0ポイント、若年者調査で39.7ポイントの差となっ

ている。一方、施設サービス利用者では『ない』が『ある』を10.3ポイント上回っている。

（４）不安・心配の内容
（若年者 P44、高齢者 P146、要支援・要介護認定者 P239、施設サービス利用者 P330）

〔Ｑ２で「ときどきある」または「よくある」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ２-１ 不安になったり、心配になったりするのはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

若年者では「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」が最も高くなっている。高

齢者、要支援・要介護認定者、施設サービス利用者では「自分の体調や病気について」が最も高く、

特に、要支援・要介護認定者では86.1％となっている。

※施設サービス利用者は、「家庭や家族について」が「家庭や家族の生活について」

(%)

回
答
者
数
（
人
）

自
分
の
体
調
や
病
気
に
つ
い
て

自
分
の
介
護
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
の
介
護
に
つ
い
て

身
近
な
人
が
寝
た
き
り
や
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
の
介
護
に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の
先
行
き
（
生

活
設
計
な
ど
）
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き
が
い
に
つ
い
て

災
害
や
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

若年者 351 51.3 28.5 35.6 43.3 62.1 28.8 9.4 24.2 16.8 33.0 11.7 13.1 1.4 0.3

高齢者 2,734 67.8 38.8 31.2 32.7 41.4 28.1 1.1 12.7 8.7 6.9 4.9 9.8 20.7 1.4 1.0

要支援・要介護認定者 1,274 86.1 45.4 26.6 11.5 27.6 33.4 20.1 11.5 8.4 6.4 17.0 26.5 2.1 2.1

施設サービス利用者 57 68.4 21.1 35.1 36.8 12.3 17.5 5.3 19.3 7.0 7.0 3.5

若年者 (519) 27.9 67.6

高齢者 (5,054) 41.8 54.1

要支援・要介護認定者 (1,890) 23.4 67.4

施設サービス利用者 (146) 49.3 39.0

『
な
い
』

『
あ
る
』

ｎ

19.0

9.8

22.6

22.9

13.6

26.7

45.0

45.0

26.7

9.1

22.4

12.3

4.1

9.2

11.6

(%)
6.4 21.6 51.8 15.8 4.4

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答
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３．介護保険サービスについて

（１）サービス利用・施設利用後の生活の変化
（要支援・要介護認定者 P246、施設サービス利用者 P319）

〔介護保険サービスを利用／施設に入所していると答えた方にお聞きします｡〕

介護保険サービスを利用／施設に入所したことにより、あなたの生活に具体的にどのような変

化がありましたか。（あてはまるものすべてに○）

要支援・要介護認定者では「精神的ストレスが減った」が最も高く、施設サービス利用者では「体

調が良くなった」が最も高い。

自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ

た

意
欲
が
出
て
き
た

体
調
が
良
く
な
っ

た

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
減
っ

た

家
族
に
対
す
る
気
兼
ね
が

減
っ

た

外
出
す
る
機
会
が
増
え
た

自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
を

し
な
く
な
っ

た

意
欲
が
な
く
な
っ

た

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
増
え
た

家
族
に
対
す
る
気
兼
ね
が

増
え
た

外
出
す
る
機
会
が
減
っ

た

そ
の
他

特
に
変
化
は
な
い

無
回
答

13.7

19.4
24.5

30.8

16.4

1.1

4.4
2.1 3.2

4.0

14.5
12.5

21.6

3.010.6

21.2

32.5
34.4

7.3

18.5

14.6

7.9

2.6

7.3

8.6
2.6

11.3

21.9

0

10

20

30

40
要支援・要介護認定者調査
介護保険サービス利用により変化した生活内容

(n=1,704)
施設サービス利用者調査
入所後の生活の変化 (n=151)

(%)
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４．介護保険や権利擁護の制度について

（１）介護保険制度について（若年者 P47、高齢者 P150、要支援・要介護認定者 P255）

Ｑ１ あなたは、介護保険制度についてどの程度知っていますか。（あてはまるものすべてに○）

若年者では「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が最も高く、高齢者では「65

歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被保険者本人の所得や世帯の課税状況によっ

て決まる」、要支援・要介護認定者では「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要

支援）認定の申請をする」と「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者が負

担する」がほぼ同じ割合で高い。

（２）介護保険料の今後（若年者 P49、高齢者 P152、要支援・要介護認定者 P256）

Ｑ２ 現在、厚生労働省の試算では、「現行の介護保険サービスを維持する場合でも保険料は高

くなる」といわれていますが、あなたが納めている介護保険料について次の４つの方針か

らあえて１つを選ぶとしたら、どれを選びますか。（１つに○）

「充実したサービスであれば、介護保険料は高くてもよい」は要支援・要介護認定者（12.2％）で

低く、若年者（24.3％）で高くなっており、12.1ポイントの差がある。その他の項目では、３調査で

大きな差はみられない。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要

支
援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に

応
じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介

護
予
防

）
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度

額
が
異
な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、

原
則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を

利
用
者
が
負
担
す
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負

担
金
の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

若年者 519 68.6 31.4 61.5 51.1 40.1 17.3 1.0 11.6 1.9

高齢者 5,054 57.6 61.6 58.9 44.7 44.9 28.1 1.7 7.4 9.8

要支援・要介護認定者 1,890 42.0 36.1 56.8 50.8 56.5 30.6 1.7 12.6 16.9

65

40

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

要支援・要介護認定者 (1,890)

ｎ

16.1

12.2

40.9

42.6

17.9

18.2

14.5

8.9 18.1

10.6

(%)
24.3 42.0 17.9 10.6 5.2

充実したサービ
スであれば、介
護保険料は高く

てもよい

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

サービス水準を
多少抑えても、
保険料は変わら
ないほうがよい

サービス水準を
引き下げてもよ
いから、保険料
は安いほうが

よい

無回答
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（３）認知症に関する理解（若年者 P51、高齢者 P154）

Ｑ３ 認知症は、多くの人がかかる可能性のある病気で、認知症の方やご家族を支える地域づ

くりが重要な課題となっています。あなたは、認知症に関する以下の内容を知っています

か。（それぞれあてはまる番号１つに○）

認知症に関する各内容の認知度について、「ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低

下する病気であり、多くの人がかかる可能性がある」と「ウ 何もわからなくなってしまうわけでは

なく、感情やプライドは保たれるため、本人は多くの不安や混乱を抱えている」は若年者が高齢者よ

りも高く、それぞれ7.3ポイント、5.8ポイントの差がある。

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がかか
る可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を軽
くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

エ 環境変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

ｎ

83.1 6.0 10.9

(%)

90.4 6.4 3.3

80.0 8.7

83.0 13.5

11.3

3.5

61.3 21.4 17.3

67.1 28.1 4.8

71.2 13.1 15.7

70.7 23.7 5.6

65.3 18.7 15.9

66.5 28.1 5.4

知っていた 知らなかった 無回答
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（４）認知症の予防法を試した経験（若年者 P55、高齢者 P158）

Ｑ４ 認知症の予防には、運動や食事など、生活習慣の改善をはじめとした予防法が考えられ

ていますが、あなたは試したことがありますか。

若年者と高齢者では大きな差はみられない。

（５）認知症予防について（若年者 P56、高齢者 P159）

〔Ｑ４で「試したことはない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４-１ その予防法に効果があるとしたら、あなたは試してみたいと思いますか。（１つに○）

「内容によっては試したい」は若年者（51.1％）が高齢者（43.4％）よりも7.7ポイント高くなっ

ている。

一方、「特に考えていない」は高齢者（28.0％）が若年者（21.7％）よりも6.3ポイント高くなって

いる。

若年者 (442)

高齢者 (4,110)

ｎ

23.7 43.4 28.0

2.8

2.0

(%)

23.3 51.1 21.7

2.5

1.4

ぜひ試したい
内容によっては

試したい
試したくない

特に考えて
いない

無回答

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

ｎ

13.1 81.3 5.6

(%)

12.7 85.2 2.1

試したことがある 試したことはない 無回答
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（６）権利擁護の制度や仕組み
（若年者 P58、高齢者 P160、要支援・要介護認定者 P259、施設サービス利用者 P331）

Ｑ５ あなたは、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みを知っていますか。

（知っているものすべてに○）

それぞれの制度や仕組みを知っている割合は、要支援・要介護認定者と施設サービス利用者で低く

なっている。一方、「知っているものはない」は施設サービス利用者、要支援・要介護認定者で高く

なっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
（

地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
）

成
年
後
見
制
度

市
民
後
見
人
の
活
動

松
戸
市
高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制

度 知
っ

て
い
る
も
の
は

な
い

無
回
答

若年者 519 31.0 46.2 10.6 14.3 75.7 11.8 5.8

高齢者 5,054 31.9 44.5 14.2 17.2 62.9 13.5 14.9

要支援・要介護認定者 1,890 19.5 27.5 8.6 11.3 38.0 26.7 26.0

施設サービス利用者 146 17.1 21.9 3.4 8.9 33.6 31.5 28.1
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５．今後の生活について

（１）どのように暮らしたいのか（若年者P60、高齢者P162、要支援・要介護認定者P260）

Ｑ１ あなたは、今後の生活について、どのようにお考えですか。（１つに○）

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」は若年者（62.2％）で最も高く、要支援・要介護認定者（44.1％）で低くなっ

ている。また、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らし

たい」は要支援・介護認定者（27.3％）で最も高く、若年者（16.2％）で低くなっている。

一方、「わからない」は若年者（16.6％）で他と比べて高くなっている。

（２）施設希望の理由（若年者 P63、高齢者 P165、要支援・要介護認定者 P264）

〔Ｑ１で「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、

老人ホームなどの施設に入所したい」または「今すぐにでも、老人ホームなどの施設に入所

したい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ 施設等を希望される（ご自宅での生活を希望しない）最も大きな理由は何ですか。

（１つに○）

「家族の負担が大きいため」は若年者（63.9％）で最も高く、要支援・要介護認定者（49.7％）で

低くなっている。「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は高齢者（29.6％）と要

支援・要介護認定者（29.2％）でほぼ同じ割合となっており、若年者（19.9％）と約10ポイントの差

がある。

若年者 (327)

高齢者 (2,845)

要支援・要介護認定者 (894)

ｎ

29.6

29.2

54.2

49.7

13.0

15.8

1.0

0.4

2.8

4.4

(%)
19.9 63.9 15.6 0.6

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれる
家族がいない

ため
その他 無回答

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

要支援・要介護認定者 (1,890)

ｎ

24.9

27.3

55.6

44.1

5.5

11.9

3.2

0.7

4.3

1.4

9.2

12.0

(%)
16.2 62.2

0.8 1.3

16.6 2.9

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も
の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ

し
く
な
っ

て
も
、

最
後
ま

で
自
宅
で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

た
ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
、

老
人

ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入

所
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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６．市に期待すること

（１）市に期待すること（若年者 P66、高齢者 P168、要支援・要介護認定者 P267）

Ｑ１ あなたが今後、介護に関して市に期待することは何ですか。（３つまでに○）

若年者と高齢者では「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」が最も高く

なっている。要支援・要介護認定者では「困ったときに気軽に相談できる場所を増やしてほしい」と

「施設の空き状況などの情報を提供してほしい」がほぼ同じ割合で高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
を
選
べ
る
よ
う
情

報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

施
設
の
空
き
状
況
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
以

外
の
サ
ー

ビ
ス
も
取
り

入
れ
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
へ
の
助
言
・
指
導

を
強
化
し
て
ほ
し
い

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に

介
護
相
談
が
で
き
る
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 519 37.8 36.0 38.9 16.8 14.3 56.3 6.4 9.8 3.9

高齢者 5,054 47.3 40.3 31.2 13.6 15.0 58.8 2.8 7.5 6.2

要支援・要介護認定者 1,890 24.0 18.3 30.4 16.0 12.1 32.8 1.3 12.7 19.9
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（２）保健・医療・福祉サービス（若年者 P68、高齢者 P170）

Ｑ２ あなたは、かりに、自分が高齢などのために身の回りのことが自分で十分にできなくなっ

たとき、どんなサービスが必要だと思いますか。／あなたは、高齢者に対するサービスは

どのようなものが必要だと思いますか。（５つまでに○）

若年者と高齢者で最も差が大きいものは「ほとんど収入がなく、独立した生活に不安がある高齢者

が無料もしくは低料金で入所できる養護老人ホーム」である。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
短
期
間
（

１
週
間
く
ら

い
）

あ
ず
か
っ

て
世
話
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
（

シ
ョ
ー

ト

ス
テ
イ
）

自
宅
で
介
護
す
る
た
め
に
必
要
な
福
祉
用
具
（

特
殊

ベ
ッ

ド
、

車
い
す
な
ど
）

の
貸
し
出
し

自
宅
で
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
、

居
宅
に
手
す
り
や
ス

ロ
ー

プ
等
を
設
置
す
る
住
宅
改
修
サ
ー

ビ
ス
（

介
護
保

険
サ
ー

ビ
ス
）

お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
日
常
生
活
に
介
助
を
要
す
る
高
齢
者

の
生
活
や
介
護
が
便
利
に
な
る
よ
う
ト
イ
レ
や
浴
室
等
を
改
造

す
る
場
合
、

資
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
（

介
護
保
険
外
）

夜
間
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス

小
規
模
な
施
設
で
、

日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
を
し
た
り
、

リ
ハ
ビ
リ
な

ど
を
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
、

自
宅
に
訪
問
し
て
も
ら
え
た
り
、

時
に
は
そ
の
施
設
に
宿
泊
し
た
り
し
な
が
ら
、

在
宅
で
の
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
に
す
る
サ
ー

ビ
ス

認
知
症
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
、

共
同
生
活
を
し

な
が
ら
介
護
を
受
け
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
入
所
す
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー

ム
に
お
け
る
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス

リ
ハ
ビ
リ
等
を
必
要
と
す
る
人
が
入
所
す
る
老
人
保
健

施
設
に
お
け
る
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
（

紙
お
む
つ
の
支
給

や
・
介
護
慰
労
金
の
支
給
）

徘
徊
高
齢
者
が
所
在
不
明
に
な
っ

た
と
き
、

居
所
を
発

見
し
て
く
れ
る
徘
徊
探
索
サ
ー

ビ
ス

急
病
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
装

置
の
貸
与

7
5
歳
以
上
の
単
身
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
や
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
た
単
身
世
帯
の
方
に
対
し
て
の
家
屋
の
軽
微
な
修

理
、

窓
ふ
き
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
（

軽
度
生
活
援
助
）

そ
の
他

無
回
答

若年者 519 19.3 14.6 7.7 8.5 13.7 26.2 11.8 14.1 6.6 10.8 4.2 14.1 5.8 1.9 3.7

高齢者 5,054 18.7 12.5 7.5 9.3 8.2 20.5 7.4 8.7 4.6 8.4 4.3 11.8 8.6 1.6 12.8

(%)

回
答
者
数
（

人
）

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳
以
上
の

方
に
対
し
て
行
う
介
護
予
防
事
業
（

運
動
器
の
機
能
向
上
教
室

・
低
栄
養
予
防
教
室
・
口
腔
ケ
ア
教
室
・
物
忘
れ
防
止
教
室
）

閉
じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
の
移
送
サ
ー

ビ
ス

ほ
と
ん
ど
収
入
が
な
く
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安
の
あ

る
高
齢
者
が
無
料
も
し
く
は
低
料
金
で
入
所
で
き
る
養

護
老
人
ホ
ー

ム

あ
る
程
度
の
収
入
は
あ
る
が
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安

の
あ
る
高
齢
者
が
低
料
金
で
入
所
で
き
る
軽
費
老
人

ホ
ー

ム
（

ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

食
事
や
掃
除
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
有
料
老
人
ホ
ー

ム

市
内
1
1
ヶ

所
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ

て

い
る
、

認
知
症
や
寝
た
き
り
の
相
談
を
含
め
た
高
齢
者

の
総
合
的
な
相
談

市
内
３
ヶ

所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ

て
い

る
、

認
知
症
や
寝
た
き
り
の
相
談
を
含
め
た
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
総
合
的
な
相
談

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
を
訪
問
し
、

排
泄

等
の
介
護
や
食
事
な
ど
の
手
伝
い
を
す
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル

プ
サ
ー

ビ
ス

食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け
る
配
食

サ
ー

ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
を
訪
問
し
、

浴
槽

の
提
供
と
入
浴
の
介
助
を
す
る
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス

医
師
や
看
護
師
な
ど
に
よ
る
在
宅
医
療
サ
ー

ビ
ス

必
要
に
応
じ
て
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
が
往
診
し
自
宅

で
診
察
し
て
も
ら
え
る
サ
ー

ビ
ス

歯
科
医
師
に
よ
る
訪
問
歯
科
診
療

薬
剤
師
に
よ
る
訪
問
薬
剤
管
理
指
導

心
身
の
機
能
回
復
の
た
め
、

家
庭
に
訪
問
し
て
も
ら
っ

た
り
、

施
設
に
通
っ

て
受
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
（

デ
イ
サ
ー

ビ

ス
）

若年者 519 17.0 9.6 48.0 34.5 9.6 6.9 5.2 20.4 33.5 10.6 22.4 16.2 6.4 1.3 8.3 15.2

高齢者 5,054 18.9 4.8 34.8 39.5 9.3 7.1 8.4 17.1 29.2 10.3 24.4 18.4 4.4 1.2 5.6 14.7
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（３）市の情報提供のあり方で改善してほしいこと（若年者 P70、高齢者 P172）

Ｑ３ 知りたいことを知るために、今の市の情報提供のあり方を、こう改善してほしいと思う

ことはありますか。（３つまでに○）

「民間やボランティアが行うサービスなど、行政以外が実施するサービスについても情報を提供し

てほしい」は若年者が高齢者よりも4.9ポイント高くなっている。その他の項目では大きな差はみら

れない。

（４）必要な情報（若年者 P71、高齢者 P173）

Ｑ４ 現在、どんな情報を必要としていますか。（３つまでに○）

「健康づくり」と「医療」は高齢者の方が高く、特に「健康づくり」では16.9ポイントと差が大き

い。「仕事（就労）」「年金」「税金・資産運用・相続」は若年者の方が高く、特に「年金」では17.4ポ

イントの差となっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

必
要
な
情
報
が
１
ヶ

所
で
得
ら

れ
る
し
く
み
を
作
っ

て
ほ
し
い

自
宅
に
い
て
も
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
し
く
み
を

作
っ

て
ほ
し
い

個
人
向
け
に
き
め
細
か
い
情
報

を
提
供
し
て
ほ
し
い

民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
行
う

サ
ー

ビ
ス
な
ど
、

行
政
以
外
が

実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

も
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
内
容

に
し
て
ほ
し
い

心
が
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
生
き

生
き
と
し
た
内
容
に
し
て
ほ
し

い そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 519 45.5 50.5 16.6 31.2 54.5 14.5 1.9 5.4 3.9

高齢者 5,054 42.7 48.1 18.1 26.3 50.6 14.3 0.8 5.1 12.9

(%)

回
答
者
数

（

人
）

健
康
づ
く
り

介
護
保
険

福
祉
サ
ー

ビ
ス

医
療

住
ま
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

・
地
域
活
動

趣
味
・
娯
楽
・

生
涯
学
習

仕
事
（

就
労
）

年
金

税
金
・
資
産
運

用
・
相
続

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 519 22.9 20.6 34.1 25.6 6.7 7.9 25.8 18.1 27.2 14.3 1.9 12.9 3.7

高齢者 5,054 39.8 21.2 31.6 30.7 4.4 8.1 25.6 5.0 9.8 7.4 0.6 12.3 13.2
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（５）充実すべき高齢者施策（若年者 P72、高齢者 P174）

Ｑ５ あなたは、今後、どのような高齢者施策を充実すべきだと思いますか。（３つまでに○）

若年者と高齢者で最も差が大きいものは「シルバー人材センターや高齢者無料職業紹介所事業など、

就労促進に関する施策」である。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

い
つ
ま
で
も
健
康
な
状
態
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

老
人
ク
ラ

ブ
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
で
健
康
増
進
、

生
き
が
い
活
動
に
努
め
て

い
る
人
を
支
援
す
る
施
策

生
涯
学
習
大
学
や
各
種
教
養
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の
提

供
の
場
を
設
け
る
施
策

健
康
相
談
や
介
護
予
防
教
室
な
ど
要
支
援
・
要
介
護
に
な

ら
な
い
た
め
の
施
策

配
食
サ
ー

ビ
ス
、

移
送
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、

日
常
生
活
を
支

援
す
る
施
策

オ
ム
ツ
等
の
支
給
や
介
護
者
が
介
護
疲
れ
か
ら
休
息
で
き

る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、

介
護
す
る
人
を
支
援
す
る
施
策

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

や
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
事

業
な
ど
、

就
労
促
進
に
関
す
る
施
策

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
や
訪
問
電
話
な
ど
、

ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
施
策

認
知
症
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
施
策

敬
老
祝
金
や
町
会
等
で
の
敬
老
事
業
へ
の
支
援
な
ど
の
施

策 毎
月
1
、

6
、

1
6
、

2
6
日
の
４
日
間
、

市
内
８
ヶ

所
の
公
衆

浴
場
の
入
浴
料
を
2
0
0
円
（

通
常
4
2
0
円
）

と
す
る
こ
と
に

よ
り
、

入
浴
を
通
じ
た
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
施
策

医
療
費
の
自
己
負
担
分
や
介
護
保
険
の
利
用
料
・
保
険
料

な
ど
を
助
成
す
る
施
策

高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
家
賃
補
助
事
業
な
ど
の
住
宅
施
策

ご
長
寿
ハ
ッ

ピ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
や
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

営
む
高
齢
者
を
増
や
す
施
策

ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
在
宅
で
介
護
を
受
け
る
た

め
の
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
施
策

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
を
増
や
す
施
策

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

若年者 519 22.7 13.1 22.9 27.0 24.5 24.7 20.2 11.9 0.8 2.9 32.2 9.2 0.8 16.4 25.6 1.5 3.5 3.7

高齢者 5,054 29.9 11.4 25.6 21.7 15.5 9.5 20.9 8.7 3.8 4.2 27.4 7.5 1.6 13.9 21.9 0.9 4.4 12.0
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７．介護者としての状況について

（１）世話をすべき家族（若年者 P75、高齢者 P176）

Ｑ１ 現在、老後の世話をしている家族、または将来、世話をしなければならないと思ってい

る家族などはいますか。（１つに○）

「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」は若年者（37.0％）が高齢者

（27.4％）よりも9.6ポイント高く、「すでに世話をしている家族がいる」でも若年者（14.3％）の方

が6.0ポイント高くなっている。

（２）老後の世話をしている家族、または将来世話をしなければならない家族

との関係（若年者 P78、高齢者 P179）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ あなたと、その家族はどのようなご関係ですか。（あてはまるものすべてに○）

若年者では「あなたの親」が最も高く、「配偶者（夫・妻）」と「あなたの配偶者の親」が並んでお

り、高齢者とは「あなたの親」で43.5ポイント、「あなたの配偶者の親」で20.3ポイントの差となっ

ている。一方、高齢者では「配偶者（夫・妻）」が突出しており、若年者とは43.4ポイントの差があ

る。
(%)

回答者数
（人）

配偶者
（夫・妻）

あなたの親
あなたの

配偶者の親
兄弟・姉妹 その他 無回答

若年者 362 27.9 51.4 23.8 3.9 1.7 7.2

高齢者 2,740 71.3 7.9 3.5 4.1 2.4 13.7

若年者 (519)

高齢者 (5,054)

ｎ

8.3 27.4 18.6 25.9 17.7

2.2

(%)

14.3 37.0 18.5 23.3 4.0

2.9

す
で
に
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る

将
来
、

世
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ

て
い
る
家
族
な

ど
が
い
る

家
族
な
ど
は
い
る

が
、

自
分
が
主
に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答
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（３）家族介護時の生活場所（若年者 P80、高齢者 P181）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-２ あなたは、かりに、家族が高齢などのために身の回りのことを自分で十分にできなく

なったとき、その世話（介護）をどのようにしたいと思いますか。また、すでに世話（介

護）をしている家族がいる場合、今後どのようにしたいと思いますか。（１つに○）

「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人

ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」は若年者（66.3％）が高齢者（60.1％）よりも6.2ポイ

ント高くなっている。一方、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで

自宅で世話をしたい」は高齢者（19.1％）が若年者（11.9％）よりも7.2ポイント高くなっている。

（４）施設希望の理由（若年者 P83、高齢者 P184）

〔Ｑ１-２で「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげし

くなったら、老人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」または「すぐにでも、老人ホー

ムなどの施設で世話をしてもらいたい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-２-１ 施設等を希望される（ご自宅での世話を希望しない）最も大きな理由は何ですか。

（１つに○）

「介護をする家族の負担が大きいため」は若年者（59.2％）が高齢者（42.2％）よりも17.0ポイン

ト高くなっている。一方、「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は高齢者（48.6％）

が若年者（34.5％）よりも14.1ポイント高くなっている。

若年者 (267)

高齢者 (1,762)

ｎ

48.6 42.2 4.0

0.9

4.3

(%)

34.5 59.2 3.4

2.6

0.4

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

介護をする家族
の負担が大きい

ため

介護をする家族
がいないため

その他 無回答

若年者 (362)

高齢者 (2,740)

ｎ

19.1 60.1 4.2 11.0

0.9

4.7

(%)

11.9 66.3 7.5 5.2

2.2

6.9

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な
っ

て
も
、

最
後
ま
で
自
宅
で
世
話

を
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
て
も

ら
い
た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な
っ

た

ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
で

世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い

す
ぐ
に
で
も
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
で
世
話
を
し
て
も
ら

い
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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（５）介護を担っている理由（若年者 P86、高齢者 P187）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」または「将来、世話をしなければならないと思っ

ている家族などがいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ２ あなたが介護を担っている（担わなければならないと思っている）理由は、次のうちど

れがあてはまりますか。（３つまでに○）

若年者は「自分の義務だと思うから」が特に高くなっている。高齢者は「自分の義務だと思うから」

と「介護を受けている家族がさみしくないと思うから」がそれぞれほぼ同じ割合となっている。

（６）一週間の介護日数（若年者 P89、高齢者 P190）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ３ あなたは一週間のうち、どのくらいの日数、介護をしていますか。（１つに○）

「毎日」は高齢者（38.8％）と若年者（37.8％）がほぼ同じ割合で並んでいる。「週に１日未満」

は若年者（20.3％）が高齢者（8.9％）よりも高く、11.4ポイントの差となっている。

若年者 (74)

高齢者 (417)

ｎ

8.9 6.7 7.4 36.2

1.9

38.8

(%)

20.3 10.8 27.04.1 37.8

週に１日未満
週に１日から

２日
週に３日から

４日
週に５日から

６日
毎日 無回答

(%)

回
答
者
数
（

人
）

き
め
細
か
い
介
護
が
で
き
る

か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

さ
み
し
く
な
い
と
思
う
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

強
く
望
ん
で
い
る
か
ら

介
護
が
自
分
の
生
き
が
い
に

な
っ

て
い
る
か
ら

介
護
に
た
い
し
た
手
間
が
か

か
ら
な
い
か
ら

介
護
す
る
時
間
が
豊
富
に
あ

る
か
ら

世
間
体
や
親
戚
の
手
前

自
分
の
義
務
だ
と
思
う
か
ら

自
分
以
外
に
介
護
を
す
る
人

が
い
な
い
か
ら

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

費
用
が
足
り
な
い
か
ら

施
設
が
空
い
て
い
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
こ
れ
と
い
っ

た
理
由
は

な
い

無
回
答

若年者 266 10.2 36.1 11.7 1.5 0.8 1.9 3.0 53.8 30.8 5.6 6.0 3.8 2.3 12.8

高齢者 1,801 24.9 36.8 11.4 2.5 3.2 5.0 1.1 38.8 31.5 9.2 3.5 1.1 1.8 21.4
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（７）介護をしている時間（若年者 P91、高齢者 P192）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４ 見守りを含め介護している時間は、１日のうちどのくらいですか。（１つに○）

「必要なときに手を貸す程度」は若年者（47.3％）が高齢者（37.4％）よりも高く、9.9ポイント

の差となっている。一方、「ほとんど終日」は高齢者（11.8％）が若年者（4.1％）よりも高く、7.7

ポイントの差となっている。

（８）介護上の困りごと等（若年者 P93、高齢者 P193）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ５ あなたが介護を行う上で、困っていることや悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）

若年者、高齢者ともに「精神的に疲れる」が最も高くなっている。若年者は「緊急時の対応が大変

である」や「早朝・夜間・深夜などの対応が大変である」、高齢者は「腰痛などの身体的な負担が大

きい」が高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

相
談
す
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜
な
ど
の
対

応
が
大
変
で
あ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大
変
で
あ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な
負
担
が
大

き
い

介
護
を
行
う
側
の
健
康
状
態
が

良
く
な
い

精
神
的
に
疲
れ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

の
た

め
の
時
間
が
取
れ
な
い

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解

が
足
り
な
い

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
使
い

た
が
ら
な
い

イ
ラ
イ
ラ
し
、

本
人
に
対
し
て

怒
鳴
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

本
人
の
訴
え
を
無
視
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る

思
わ
ず
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 74 4.1 1.4 2.7 20.3 23.0 10.8 12.2 44.6 9.5 2.7 13.5 18.9 4.1 0.0 16.2 6.8 5.4 21.6

高齢者 417 4.8 4.6 5.3 12.5 12.0 18.9 13.2 33.8 12.0 2.6 13.9 14.4 7.4 2.9 8.4 1.4 10.1 31.2

若年者 (74)

高齢者 (417)

ｎ

37.4 6.2 9.8 11.8 34.8

(%)
47.3 12.2 12.2 4.1 24.3

必要なときに
手を貸す程度

２～３時間程度 半日程度 ほとんど終日 無回答
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（９）認知症の方を介護しているか（若年者 P95、高齢者 P195）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ６ あなたは、認知症の方を介護されていますか。

「はい」は若年者（29.7％）が高齢者（21.8％）よりも7.9ポイント高くなっている。

（10）認知症の方を介護する上で困っていることや悩んでいること
（若年者 P96、高齢者 P196）

〔Ｑ６で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ６-１ 認知症の方を介護する上で、困っていることや悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）

高齢者では「介護に手間と時間がかかり、自分の時間がなくなってしまう」が最も高くなっている。

若年者調査は回答者数が少ないため、参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

一
般
の
人
に
、

認
知
症
の

症
状
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い 認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ

る
医
療
機
関
（

診
療
科
）

が
わ
か
ら
な
い

介
護
に
手
間
と
時
間
が
か

か
り
、

自
分
の
時
間
が
な

く
な
っ

て
し
ま
う

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の

仕
方
が
わ
か
ら
な
い

急
激
に
認
知
症
の
症
状
が

悪
化
し
た
場
合
の
緊
急
受

入
施
設
が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
介
護

サ
ー

ビ
ス
が
わ
か
ら
な
い

若
年
性
認
知
症
の
方
が
利

用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
わ

か
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 22 18.2 18.2 45.5 18.2 40.9 9.1 0.0 0.0 22.7 0.0

高齢者 91 24.2 22.0 36.3 22.0 25.3 13.2 5.5 3.3 16.5 9.9

若年者 (74)

高齢者 (417)

ｎ

21.8 59.0 19.2

(%)

29.7 56.8 13.5

はい いいえ 無回答
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（11）「認知症対策の推進」支援策の必要度（若年者 P97、高齢者 P197）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ７ 松戸市では「いきいき安心プランⅢ」において、重要ポイントとして「認知症対策の推

進」を掲げ、下記の支援策に取り組んでいます。今後、あなたが介護していく上で、どの

程度必要だと思いますか。（それぞれあてはまる番号１つに○）

『必要』はいずれも若年者が高齢者よりも高くなっている。

若年者 (362) 70.4 9.1

高齢者 (2,740) 56.9 8.6

若年者 (362) 71.5 8.8

高齢者 (2,740) 59.6 6.5

若年者 (362) 67.1 11.0

高齢者 (2,740) 55.3 8.9

若年者 (362) 69.1 12.4

高齢者 (2,740) 59.0 8.6

若年者 (362) 68.5 11.9

高齢者 (2,740) 55.8 10.5

若年者 (362) 76.8 7.5

高齢者 (2,740) 63.6 5.4

若年者 (362) 67.7 13.8

高齢者 (2,740) 60.4 8.5

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

26.7 30.2 6.7 13.7 20.7

2.0

28.2 42.3 8.0 9.7
1.1

10.8

29.7 29.8

9.1

12.1

10.5

21.9

31.5 40.1

4.9

6.9

1.6

1.9

25.1 30.2 7.2

11.3

13.5

10.5

22.4

26.0 41.2 10.2

1.6

0.8

24.9 34.2 6.5

7.7

9.3

10.8

23.1

25.7 43.4 11.0

2.2

1.4

25.3 30.4 8.3

9.1

11.1

10.5

22.7

26.5 42.0 10.2

2.2

1.7

38.9 24.7

5.0

21.1

45.0 31.8

4.2

1.2

2.5

9.8

6.1 9.7

35.8 24.6 6.5 21.6

34.0 33.7 10.5

2.0

3.3

9.1

9.5

9.4

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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（12）介護を行う上で市に期待すること（若年者 P101、高齢者 P201）

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ８ あなたが介護を行う上で、市に期待することは何ですか。（３つまでに○）

若年者、高齢者ともに「介護に関する費用負担の軽減」「困ったときに気軽に介護相談ができる場

所」「介護する家族が休息をとれるようなサービスの実施」が上位３項目となっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
介

護
相
談
が
で
き
る
場
所

介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
提
供

家
族
や
近
隣
の
方
に
介
護

の
知
識
を
持
っ

て
も
ら
う

た
め
の
講
座
の
開
催

介
護
す
る
家
族
同
士
が
お

互
い
に
知
識
や
悩
み
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
場
所

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を

と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス

の
実
施

介
護
に
関
す
る
費
用
負
担

の
軽
減

介
護
と
医
療
と
の
連
携

認
知
症
の
対
策

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

若年者 362 61.0 28.7 3.9 14.6 52.8 64.4 32.0 0.8 1.4 0.8 4.1

高齢者 2,740 70.6 27.5 5.2 16.3 43.1 51.3 35.8 2.1 0.4 1.3 7.1
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８．まとめと考察（いきいき安心プランⅢの見直しにむけて）

●隣近所とのつきあいについて

隣近所とのつきあいの程度については「親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談す

るなど）がいる」と「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は３調査の中では高齢者でそれぞれ２

割超、４割台半ばと高く、「あいさつをする程度の人はいる」は若年者で４割超と高くなっている。

一方、「つきあっている人はほとんどいない」は要支援・要介護認定者で約３割と高くなっている。

隣近所とのつきあいは、要支援・要介護認定者で最も少ない傾向がみられる。

●こころのハリと生きがい等について

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』人は若年者と高齢者で７割

超と高い。要支援・要介護認定者と施設サービス利用者では『感じている』人はそれぞれ約４割、約

２割と低く、『感じていない』が『感じている』を上回っている。「こころのハリ」や「生きがい」を

感じることは若年者では「働くこと（自営・家事等を含む）」が突出しており、高齢者では「働くこ

と（自営・家事等を含む）」と「テレビやラジオの視聴」が高くなっている。要支援・要介護認定者

では「テレビやラジオの視聴」が高くなっている。「こころのハリ」や「生きがい」を感じることに

ついては、年齢や身体状態によっても差がみられる。

生活の中で不安や心配が『ある』人は若年者と要支援・要介護認定者で約７割と高くなっている。

どのようなことを不安・心配に感じているかは高齢者、要支援・要介護認定者、施設サービス利用者

では「自分の体調や病気について」が最も高いが、若年者では「将来の自分の暮らしの先行き（生活

設計など）について」が最も高くなっている。

「こころのハリ」や「生きがい」、不安や心配の有無は、年齢や身体状態、就労などによって差が

みられ、これらを考慮した施策を充実させる必要があるといえる。

●介護保険や権利擁護の制度について

介護保険制度の内容については、若年者、高齢者、要支援・要介護認定者によって認知度に差がみ

られる。どの年代の人はどの内容を知っておいた方がよいのか、身体の状態によって知っておいた方

がいい内容はどれなのかなどをふまえながら、効果的に内容の周知をはかっていくべきである。

●認知症について

認知症の５つの内容については若年者も高齢者も認知度が高い内容、低い内容は同じであり、年齢

による認知度の差はあるものの認知症の各内容の周知を更に進めていく必要がある。

認知症の予防については若年者、高齢者ともに「試したことはない」が８割台と高い。その中で認

知症の予防法を『試したい』人は若年者で７割台半ばと高齢者よりも高く、若年者の方が認知症の予

防法への関心が高いことがわかる。

●今後の生活について

今後の生活については多くの人が自宅で暮らしたいという希望を持ちつつも、「寝たきりになった

りもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームに入所したい」と回答している。「自宅で暮らし

たい」という希望に沿うためにも、一人ひとりが“健康づくり”や“予防”を意識して自ら進んで取

り組むことができるような施策を行っていくとともに、住み慣れた家庭、地域で生活が出来るよう在

宅サービスの充実を図っていくことが重要である。
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●市に期待することについて

市に対する要望としては「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」がどの調

査でも高く、現在ある相談場所の更なる周知とともに、誰もが相談しやすい環境づくりに取り組むこ

とが必要である。

充実すべき高齢者施策は、「いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活

動で健康増進、生きがい活動に努めている人を支援する施策」「医療費の自己負担分や介護保険の利

用料・保険料などを助成する施策」「健康相談や介護予防教室など要支援・要介護にならないための

施策」などが高く、“健康づくり”“費用”“介護予防”への関心が高いことがわかる。

介護をしている（しなければならないと思っている理由）について「自分の義務だと思うから」と

回答した割合が高い。また、介護上の困りごとについては「精神的に疲れる」がいずれの調査でも高

く、介護者を支援する施策を充実していくことが課題である。
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